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０. 活動の流れ 
 
2019 年〜    タイへの⽀援に向けて数か⽉に渡る会議 
     
2019 年 12 ⽉           初の現地タイ視察 
 
2020 年 6 ⽉〜9 ⽉         クラウドファンディング実施期間 
 
2021 年 2 ⽉            物資到着・オンラインでの交流 
 
2021 年 12 ⽉〜2022 年 1 ⽉      クラウドファンディング実施期間 
 
2022 年 3 ⽉            物資到着・iCare が現地で活動 

 
1. 活動⽬的・成果 
 

○タイの⼦どもたちを⽀援する理由 

 
私は、⼤学 1 年⽣の頃から所属をしている中央⼤学ローターアクトクラブの国際奉仕委員

として、タイの貧困地域の⼦どもたちの教育環境を改善し、安全に教育を受けられるような
設備を整えることで、最終的には貧困地域現地の⾃⾛を⽀援するプロジェクトを⾏った。こ
のプロジェクトは⾃⾝が⼤学 1 年⽣の頃から、準備や視察を重ねており、2019 年 12 ⽉に
タイ現地に実際に視察に⾏った際に、タイの農村部での学校の設備不⾜や、教育レベルの低
さを実際に⽬の当たりにした。地⽅の⼦供の多くは学校から遠い場所に住んでおり、学校に
通うためには寮での⽣活を余儀なくされている。しかし、その寮の環境が⾮常に悪いこと
や、教育現場の現状が整っていないこと。また、寮が不衛⽣であり、⼗分には機能していな
い事で、実際に寮が使えず学校に通えない⼦どもたちが多く存在すること。⽇本では当たり
前に⼦どもたちは学校に通い、教育を受けることができるが、タイではそうではない事を学
んだと同時に、私は所属する中央⼤学ローターアクトクラブの会員としてできる事をすべ
きだと考えた。そこで、私は「⼦どもたちに教育環境が不⼗分という理由で、学ぶ機会を失
ってほしくない。」「タイの⼦どもたちに学ぶ環境を⽀援する事で、現地の⾃⾛を⼿助けした
い」との思いから、同じく当クラブに所属しているメンバー６⼈でこのプロジェクトを⽴ち
上げた。 
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○プロジェクトの⽬的 

 
私たちは、このプロジェクトを通してタイの⼦どもたちに学ぶ「環境」を提供したいと考

えている。実際に、学校に通わず教育を受けていないタイの農村部の⼦どもたちは、その後
家の農業に従事するか、都会などに出稼ぎに⾏くかのどちらかで⽣計を⽴てて暮らしてい
る。そこで、⼦どもたちに学ぶ「環境」を⽀援し、勉強する機会を与える事で、より豊かな
⼈⽣を歩むための幅広い選択肢を⼿にすることができる。私たちの活動⽬的は、あくまでも
選択肢を増やして広い世界を⾒てもらうことであり、⼦どもたちに無理やり学ぶことを強
制するものではない。このプロジェクトを⻑期的かつ継続的に実施できれば、彼らが⼤⼈に
なった時にも⼦どもたちに教育を⼗分に⾏う事ができ、現地の⾃⾛を⽀援することができ、
結果的に更なるタイの発展につながると考えている。  
 
 

○⽀援前のサンクラブリー⼩学校 

 
今回のプロジェクトの⽀援先であるサンクラブリー⼩学校は⾸都バンコクから⾞で 6〜8

時間の距離に位置し、道中は四駆⾞でしか進めないほどのジャングルや⼭道を進まなけれ
ばならないほどの場所にある⼩学校である。地域の⼦どもたち全員が集まって学ぶ場所に
しては、あまりにも設備が不⼗分であるサンクラブリー⼩学校の付近に住んでいる⼦ども
たちは、学校に通っていない⼦が多い。また、サンクラブリー⼩学校の 2 つ隣の村にある⼩
学校では、⼦どもたちの出席率は 50%未満であることがわかっている。 私たちは今回のプ
ロジェクトを通して、⼦どもたちの出席率を 100%に増やすことを⽬的とし、活動を⾏なっ
た。 
 
 

○⽀援後のサンクラブリー⼩学校 

1.⼈数 
プロジェクト開始後、サンクラブリー⼩学校には 30 名の⼦どもたちが通えるようになった。
現在の⼦どもたちの出席率は 60％であり、⽀援前と⽐較すると 10％の増加を実現すること
ができた。しかし⽬標は出席率 100%であるため、残りの 40％の⼦どもたち、またその保
護者に教育の⼤切さを訴えて理解してもらうような⽀援が今後も継続して必要であると⾔
える。 
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また、今回の活動での⼦どもたちの増員に伴い⼥⼦寮の拡張（2021 年 12 ⽉に完成）や、ト
イレ・バスルームの増築が⾏われた。また今回のプロジェクトでは環境整備の他に、地域の
親たちへ向けて学ぶことの重要性を伝える活動も⾏なっていたが、この活動をきっかけに
新たに 2 ⼈の新⼊⽣が学校に⼊学した。しかも、両者ともに家族で初めて学校に通う⼦ど
もである。今回の活動の最終⽬的である「現地の⾃⾛」のスタートを切り出せる⼤きな⼀歩
となった成果であると⾔える。 
 

 
 
 
２. 2021 年度クラウドファンディング概要 
 

○ プロジェクト名  

「⼦どもたちの未来のために、豊かな学習環境を⽀援して笑顔にしたい！！」  

 
 
○活動⽬的・背景 
 

2019 年、私を含めた中央⼤学ローターアクトクラブ国際奉仕委員会 6 名で、タイの貧困

地域の⼦供たちへの教育⽀援を⾏いたいと考え、その⼀歩として⼩学校の寮の改修⼯事を
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計画した。  

  タイの農村部の⼦どもたちは、家から学校まで通う距離が遠く、学校近くの寮に住むこ

とが多い。しかし、その寮は設備が整っていなく、不衛⽣であり、⼗分には機能していな

い。実際に寮が使えないことで学校に通えないことや、劣悪な環境のままの寮に住み続け

ている現状がある。今年度私たちが出来る⽀援として、物質寄贈や寮修繕やオンラインで

の教育⽀援活動があげられた。そのうちの物質寄贈や寮修繕にはやはり資⾦が必要となる。

そこで、必要な資⾦を、クラウドファンディングを通じて集めることとした。  
 
 
○クラウドファンディング実施概要 
 
■実施期間 
2021 年 12 ⽉ 2 ⽇〜2022 年 1 ⽉ 10 ⽇ 
 
■⽀援者数 
79 ⼈ 
 
■プランごとの⽀援者数 
1,000 円募⾦…38 ⼈ 
3,000 円募⾦…7 ⼈ 
5,000 円募⾦…８⼈ 
10,000 円募⾦…18 ⼈（うち 1 名は私⾃⾝であり、当奨学⾦を⽀援⾦として使⽤） 
50,000 円募⾦…7 ⼈ 
54,999 円募⾦…1 ⼈ 
 
 
■⽀援項⽬ 
・全額寮の増築（材料費、⼯事費） 
・設備備品（⽑布、ベッドなど） 
・消耗品（衛⽣⽤品、⾷料品、勉強道具） 
・上記の輸送費 
 
■リターン内容 
①サンクスメール 
②活動報告書 
③写真（プランによって枚数が異なる） 
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○⽀援⾦内訳 
 

全額 1,004,999 円は「sanklaburi school」(サンクラブリー⼩学校)の寮修繕のための備品、
⼦供達への物資寄贈品購⼊のために使⽤。 

 
 
◾領収書詳細 
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上記の写真はタイ現地から送られた領収書である。以下の【物資⽀援内訳】は、上記の領収

書を簡易的にまとめたものである。なお、この物資⽀援内訳はクラウドファンディングで集

めた⽀援⾦を中⼼に中央⼤学ローターアクトクラブとして寄贈した物品等の詳細であり、

⾃⾝の奨学⾦を利⽤して寄贈したものではない。 
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○広報活動 

 

1．SNS での呼びかけ  

 資⾦を現地に送る約１ヶ⽉前から約 70 ⼈の国際奉仕委員の⼈たちで協⼒して⽀援⾦ 

100 万円を⽬指し、Twitter や Instagram などの SNS を駆使してクラウドファンディン

グでの募⾦を呼びかけた。私⾃⾝、このクラブの会⻑、そしてこのプロジェクトを⽴ち上

げた⾝としての責任を全うすべく、各メンバーの更新担当⽇を振り分け、スケジュール⼀

覧表を作成することで、メンバー全体の⼠気を上げるとともに、更新⽇の失念を防ぐこと

に尽⼒した。呼びかけを⾏う際は、⽀払いの⼿順やログイン⽅法などが記載されている写

真を⽤いて⾏った。これは写真にすることでより多くの⼈が送信をする際の⼿間を軽減し、

多くの⼈に情報を届けやすくするためである。 

       

▲Instagram での投稿の様⼦         ▲Twitter での投稿の様⼦ 
 

　【物資支援内訳】 単価 金額

学生寮用寝具 20 台 ¥17,500 ¥350,000

増設工事費

（学生寮修繕材料費・電気等）

衛生用品 150 個 ¥525 ¥78,750

運送費 6 往復 ¥26,250 ¥157,500

奨学生支援（食料品供給） 10 家庭 ¥1,750 ¥17,500

合計 ¥988,750

1 回 ¥385,000 ¥385,000

数量
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２．英語版の作成   

また、クラウドファンディングで募⾦を⾏う際、外国⼈でも募⾦ができるように英語で活

動の説明や⽬的、クラウドファンディングの⼿順⽅法を記載し、SNS で外国⼈への呼びか

けを⾏った。これは、⽇本⼈が世界的に募⾦に対する関⼼や意識が薄いと⾔われる⼀⽅、

外国⼈は⽐較的募⾦に対して⾼い関⼼を持っているためである。英語版の同じ内容の紹介

⽂を作成し、視野を⽇本国内だけでなく、世界にも広げ、募⾦の呼びかけを⾏った。  
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５. ⽀援概要 
 

○活動内容 

 

 

 

 

 

クラウドファンディング終了後、物資の現地到着に合わせて 2022 年春に実際に現地に赴く

予定であったが、新型コロナウイルスの感染拡⼤防⽌のため、現地への渡航は延期を決定  

した。※１ 
※１ 感染状況を鑑みながら 2023 年 2 ⽉に 1 週間ほど現地に赴く予定である。その際の渡
航費や宿泊費はまだ確定していないため、⽀出報告書には未記載である。 

 

○活動内容 

 

1. 寮の拡張  

⽣活⽔準を⾼めることを⽬的とし、⼥⼦寮を拡張した。また、多く⼦ども達が寝るための

ベッドを中⼼とした寝具、⾷器棚を製作した。  

 
 

・⽇時 2022 年 3 ⽉ 13〜15 ⽇ 
・場所 タイ, sanklaburi school（サンクラブリー⼩学校） 
・形式  寮の修繕は協⼒団体に委任 

作成した⽀援動画の提供 
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２．新しいトイレの増設  

現地学校の 30 ⼈の⽣徒全員が利⽤する⼗分な数のトイレがなかった。そのため、現地団

体は新しいトイレに必要な物資を輸送した。  

 

 

3. 備品の寄贈 

以下の備品を量に寄贈した。 
 

・⾷糧や飲料、⾐類など  

・⾷料供給⽤のカバン 30 袋  

・UHT ミルク 18 箱  

・⾷糧供給 15 箱  

・ピーナッツスナック 2 箱  

・新しい⾐服 4 箱  

・中古の⾐服 4 箱  
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・マスク 1500 枚  

・新型コロナウイルス感染症の医療薬 1 箱  

・⽂房具 3 箱  

・ノート 3 箱  

・⾃転⾞の部品 3 箱  

 

 

4. 異⽂化交流動画の作成 

   
⽀援先の⼦どもたちに⽇本の⽂化に触れてもらうことを⽬的とし、５つのコンテンツを

⽤意した。今年度は⽀援先のインターネット環境が整っていないため事前に動画を作成し、
視聴してもらう形をとった。 
※１ 感染状況を鑑みながら 2023 年 2 ⽉に 1 週間ほど現地に赴く予定 

 

【動画内容】 

1. ⽇本⽂化紹介 
2. 紙⾶⾏機作り 
3. ⼿ぬぐいの使い⽅紹介 
4. 双六の遊び⽅ 
5. 四コマ漫画の描き⽅ 
 

 

1. ⽇本⽂化紹介 

-⽬的- 
⽇本紹介の動画では、⽇本⼈にとって⾝近な四季や⾷⽂化、昔懐かしいわらべ歌や伝統的

な遊びを紹介することで⽇本について知ってもらう。それと同時に、⽇本の中にあるタイ
⽂化を紹介することで⼦どもたちに遠い国、⽇本を⾝近に感じてもらう。 
 

-内容- 
⽇本の四季とそれぞれの催しの紹介。⽇本⾷の紹介。伝統的な⽇本の遊びとその遊び⽅の

紹介。伝統的な⽇本の歌、わらべうたの紹介。⽇本の中にあるタイとの共通点や⽂化を紹
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介。4 分 30 秒の動画を提供。 
 

  
 

2. 紙⾶⾏機作り 

 
-⽬的- 
折り紙の動画では、⽇本⽂化の⼀つである折り紙を知ってもらい、作り⽅を紹介し実際に

遊んでもらう。また、⾝近にある紙を使ったアレンジを楽しんでもらう。  
-内容- 
紙⾶⾏機、折りコマの折り⽅の説明。約 15 分 4 秒の動画を提供。 
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3. ⼿ぬぐいの使い⽅紹介 

 
-⽬的- 
⽇本の伝統的な⼿ぬぐいの紹介。⾝近にある⼿ぬぐいやタオルは⼯夫することでさまざ

まな使い⽅ができるということを知ってもらう。 
 
-内容- 
⼿ぬぐいの紹介。⼿ぬぐいの材質や基本的な使い⽅、切りっぱなしの⼿ぬぐいは乾きやす

く、清潔に使えるという特徴を説明。⼿ぬぐいの活⽤例(ボトル包み、ブックカバー、プレ
ゼントラッピング等)とその使い⽅を動画で伝えた。4 分 23 秒の動画を提供。 
 
 

4. 双六の遊び⽅ 

 
-⽬的- 
双六の動画では、⽇本ではお馴染みの遊びを、⾃分のアイデアで 1 から考え作ることで、

楽しみながら想像⼒、独創性を養ってもらう。 
 

-内容- 
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双六の紹介と進め⽅の説明、双六と紙を使って簡単に作る⽅法、そして実践する。4 分 10
秒の動画を提供。 
 
 

5. 四コマ漫画の描き⽅ 

 
-⽬的- 
⽇本の⽂化の 1 つである漫画に焦点を当て、現地の⼦供たちにも実際に四コマ漫画を作

ってもらう。 
 
-内容- 
漫画の紹介、独⾃ 4 コマ漫画の作成、4 コマ漫画の作り⽅。2 分 46 秒の動画を提供。 
 
 
 

○⽀援先からの感想 

現地⽀援団体 iCare の Micheal ⽒とのオンラインミーティングにて（2022 年 3 ⽉ 26 ⽇） 

【Micheal ⽒からの⾔葉】 
「こんな⼦どもたちの変化を⾒たことはないよ。先⽣も⼦どもたちも喜んでいましたし、フ
ァンタスティックな活動だったと思う！このプロジェクトは今後の⼦供達のためにもなる
し、このプロジェクトの価値は続いていくよ！ありがとう」 
 
【作成した動画に関して】 
折り紙の動画などを何度も⾒返して、楽しんで作ってくれた。 
  

【⼦供達の声】 
タイについても知れたし⽇本についても興味を持てて、世界が広がったよ！ありがとう！ 
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４.まとめ 
 

これらの 5 つの⽇本の⽂化や伝統を動画で紹介した。タイの⼦供たちが⽇本の⽂化に触
れ、新たな知識を得るとともに、タイでも出来る新たな遊びや暮らしのヒントとなるコン
テンツを提供出来たのではないかと感じる。タイの⼦供たちに向けた動画づくりは思った
以上に難しく、⼦供たちが飽きない動画の尺やタイ語の字幕など私たちができる範囲で⼯
夫を凝らした。私たちが提供した動画で、⼦供たちが少しでも笑顔になってくれていたら
と願っている。 

 今回の教育⽀援は現地へ⾏くことが出来ず、さらにインターネット環境の影響によりオ
ンラインではなく動画を提供するという形で⽀援を⾏った。そのため、⽀援動画に対する反
応は聞けたものの、直接⼦供たちの様⼦を⾒ることができず、直接触れ合いともに活動する
ことのできないもどかしさが残った。オンライン⽀援という経験は、たくさんの⽅々の協⼒
と⾃分たちの強い想いがあれば直接会うことができずとも、遠く離れている誰かに⼿を差
し伸べることができることを教えてくれた。今後また対⾯で⽀援を⾏える機会があれば、今
回のオンライン⽀援の経験も活かし、より⽀援先に寄り添ったボランティア活動を⾏って
いきたい。 
 今年度、中央⼤学ローターアクトクラブの会⻑として約 80 名のかじ取りや、⼠気を上げ
るようなリーダーシップを求められる場⾯が多く、特にオンラインという制限がある中で
の活動は簡単なものではなかった。しかし、初めてここまでの⼤きな組織を⼀つにまとめあ
げ、⼀つのゴールに向かって指揮することで、得られる達成感や⾃信が⾝についたと感じた
時、初めてリーダーをやってよかったなと実感することができた。また、⾃分⾃⾝の判断が
チーム全体の今後を決めると思うと、荷が重く責任の伴う役職だとプレッシャーも感じて
いたが、それ以上にこのプロジェクトを無事に成功させることができたという事実・成功体
験が、学⽣⽣活でもっとも⼒を⼊れて取り組んだ活動としてふさわしく、⾃⾝にとって掛け
替えのない経験となった。みんなで取り組み、プロジェクトを成功へ導いたという⼤きな達
成感と徐々に⽣まれてきた全体のチーム⼒は、今後の中央⼤学ローターアクトクラブにと
っても、⾃分⾃⾝にとっても⼤きな財産となると考えている。 
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